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＜連絡事項＞

・本日ＳＳＴの勉強会を行う予定でしたが、担当のスタッフ不在の為、後日に変更しています。担当のスタッフは、後日出来るように用意しておいてください。

＜患者様連絡事項＞

・清川　厚子様～青山荘入所が決まってから、入所についての不安が聞かれています。話しをする等して何が不安なのかを聞き、どうしていかなければいけないのかを伝えていきましょう。

・駒木　洋士様～先日、父様がお亡くなりになり、保護者が母様になる予定で書類の準備を水野さんに進めてもらっています。

・宮本　建蔵様～以前奥歯が虫歯で抜歯治療を受けていますが、噛み合わせが悪いと訴え、本日から歯科受診を開始しています。

・袴田　隆裕様～排便困難の訴え聞かれています。作業療法が導入となっていますが、排便が気になっている様子伺え、集中して取り組むことが出来ない様子です。腹部の状態を観察・確認するとともに、排便に関して固執しないよう気分や意識の転換が図ることが出来るような関わりを担当スタッフは具体的なプランとして立案するようにして下さい。

・島守　直人様～本人・ご家族より週末外泊の希望が出ており、予定の帰院時間が１９時半となっていました。主治医から「初めての外泊であることから、あまり帰院時間が遅くならないように･･･」とのことで、１６時前の帰院指示がありました。するように」と話がありました。方針の説明には、本人・ご家族とも納得をされ帰院時間については了解をしています。

又、今回が初外泊となるので、外泊時の様子を観察してもらえるよう出掛ける際に御家族に伝えてください。外泊後の病棟生活の様子や変化についても注意・観察し、関わりを持って行くようにして下さい。

・宮　陽子様～青山荘の入所の許可になったことをご家族に連絡しています。退院・入所日に関しては、御家族に都合の良い日を尋ねると、まだはっきりとした時間が決まっていないとのことで、後日連絡を下さるとの事です。

＜Ｄｒ安ヶ平担当患者様情報＞

・木村　忠史様～下痢を訴えており、センナリド 2T 止めになっています。センナリドを抜くと便秘になりやすいので、こまめに水分補給・運動を促していきましょう。

・平　勝利様～昨日から腰痛訴えており、ナパゲルン軟膏一本が処方されています。今後は、腰痛の訴えの確認等をしていきましょう。

＜レク活動評価・検討＞

　今まで患者様にプログラムの内容を決めて頂いていましたが、マンネリ化している様子が伺える。退院に向けて・治療の一環としてのプログラムを決める際は、患者様の意向だけではなく、スタッフ側からもその患者様に合った治療的なプログラムを提供していく必要があります。

又１週間単位で決めていたプログラムを今後は１ヶ月単位で作成し、患者様にも、いつ・どのようなプログラムを行うか分かるように掲示していく予定です。

　

今後の実施方法の主旨･内容については下記の通りです。

　　○月曜・木曜は体育館使用

　　○火曜・水曜はビデオ鑑賞と頭を使うレクレエーションを交互に行う

　　　ビデオ鑑賞（疾病・自然・歌関係）

　　　頭を使うレクリエーション（四文熟語や常識問題等）

　　○第１金曜日は流行の病気について

　　　（インフルエンザや食中毒等）

　　○第２金曜日はカラオケ

　　○第４金曜日は次月のプログラム予定を決める


　※プログラムに関して、デイケアで実施している種目や内容について参考にしながら、

方法などについて工夫をしていくことが必要。

　※実施種目について、どのスタッフであっても同じ方法で提供が出来るように、勉強会の企画側を担当のスタッフは検討してみてください。

＜アルコール依存症プログラム実地状況確認・評価＞

・立花　法子様～現在、アルコール依存症プログラム３ヶ月目に入りました。

　　　　　　　　２ヶ月目後半あたりから、自分の事について話すようになってきており、飲酒した事について「周囲の期待に答えられないのがプレッシャーになって…」と話しており、詳しく聞くとうまく答えられずにいます。母様から「大学中退してからずっと援助してきたから、これを機に自立してもらいたい」といった話しが聞かれています。

　　　　　　　　飲酒していた事について、親のせいにしている様子が伺えます。その事について自覚して頂けるように指摘していきましょう。又、外泊訓練も導入になっていく為、具体的な断酒を継続して行くための生活の計画を立てることが出来るよう関わっていきましょう。

＜Ｄｒ猪股担当患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・布施　邦雄様～最近まとまりのない言動が見られており、ベッド周辺の整理が出来ていない状況があります。まとまりのない言動があった際には、一つ一つ整理をしながら、順序立てて考えられるよう会話時のサポートをしていってください。

・蛭名　豊美様～疾病教室を行っています。何故入院しているのかについては、理解が出来ているようですが、振り返りや行動修正をすることが困難な様子が伺えています。ものの善悪の判断が持てるように根気強く関わりを持って行くようにしてください。

・駒木　洋士様～先日、父様がお亡くなりなっています。現在のところ平静を保っており、病棟生活を送ることは出来ていますが、状態の変化に注意し、観察・関わりを持って行くようにしてください。

・蛯名勝幸様～最近、ニヤツキ多く見られ、朝早く起きて御家族に電話をかけています。又、口調の強さも見られています。指摘の仕方を考えながら声掛けしていくようにしていきましょう。主治医より、２２時に就床するようにと話しがありましたが、「２３時からが面白いテレビが入る」と話し、約束を守れていないです。生活リズムについても修正が出来るように関わっていくようにしましょう。






















